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［要約］ムギ類黒節病菌をコムギ幼苗の鞘葉に刺針接種することによって、病原性が確認で

きる。本法の検定期間は播種後 7 日間と短く、短期間に効率的な病原性検定ができる。
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［背景・ねらい］

ムギ類黒節病菌（Pseudomonas syringae pv.japonica）は種子伝染病害であるため、種

子の保菌率を下げることが重要な防除対策である。その保菌率を調査するには、ムギ類黒

節病菌選択培地（森ら,1999）に種子の胚側を埋め込む方法（橋爪ら,2009）が有効であっ

た。この方法の精度を検討するため、培地に生育した細菌がムギ類黒節病菌であるかどう

か病原性検定を試みた。しかし、従来のムギ類黒節病菌の病原性検定法は節間伸長期の麦

稈を用いることから、検定期間が長くなることが問題であった。そこで、コムギ幼苗を用

いることで、検定期間の短い効率的な病原性検定方法を開発する。

［成果の内容・特徴］

１．育苗培土を詰めたシードリングケースにコムギを播種し、人工気象器内で 1 葉期まで

育てる。接種源は、被検細菌を 0.05%寒天液に約 108cfu/ml となるよう懸濁する。この

細菌懸濁液をつけた 10 針束で、コムギ鞘葉に刺針接種する（図 1）。

２．接種後、人工気象器内で 3 日間育てると、黒節病菌であれば接種部位の上下に黒い条

斑を生じ病徴が再現される（図 2）。また、発病部位の切片を光学顕微鏡で観察すると、

細菌の噴出が確認できる。

３．本法による判定結果は、従来の麦稈接種法による病原性検定結果と一致する(表１)。

［成果の活用面・留意点］

１．本法は従来の病原性検定法より 2 ヶ月程度短縮することが可能で、迅速な病原性

検定に適応できる。

２．Pseudomonas viridiflava は本法で黒色条斑（陽性反応）を生じる。しかし、接種源

として培養する際、普通寒天培地（ニッスイ）上で黄色であることから予め判定が可能

である。



［具体的データ］

シードリングケース（87mm×55mm×150mm）に育苗
培土（クリーン2号）を詰め、コムギを播種し、人工気
象器（23℃ 12時間日長）内で1葉期（播種4日後）ま
で育成。

1/5,000aワグネルポットなどに育苗培土を詰め、コム
ギを播種し、人工気象室（25℃ 自然日長）内で節間
伸長期（播種2ヶ月後）まで育成。

被検細菌を普通寒天培地(ニッスイ）で23℃2日間培
養。培養した被検細菌を0.05%寒天液に懸濁し、細菌

懸濁液を約108cfu/mlに調整。
同左

接種源をつけた10針束（INSECT PINS No.5)で、コム
ギ鞘葉に刺針接種。

同左

接種後人工気象器内に移し、23℃12時間日長で3日
間育成。

人工気象室内で、25℃自然日長で7～14日間育成。
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図１ コムギ幼苗鞘葉接種法とコムギ麦稈接種法の接種手順
a)松崎正文（1995）作物病原菌研究技法の基礎（大畑貫一・荒木隆男・木

曽皓・工藤晟・高橋廣治編）． 日本植物防疫協会，東京，pp.60-61

図 2 播種 7 日後のコムギ鞘葉の病徴
A 陽性：黒変症状がみられる

B 陰性：被検細菌を接種したが黒変症

状がみられない

表 1コムギ幼苗鞘葉接種法とコムギ麦稈接種法による検

定結果の比較

検定結果 供試菌株数
c) 検定結果 供試菌株数

＋ 13
（内黒節病菌 １）

－ 2
d)

＋ 0

－ 10
－

b) 10

コムギ幼苗鞘葉接種法 コムギ麦稈接種法

＋
a) 15

(内黒節病菌 1）

a)陽性、b)陰性

c) 出穂期以降にコムギの黒変部位から分離した 24 菌株と黒節

病菌 1 菌株（香川県分譲菌）の 25 菌株を用いた

d)本法で接種を行なうと陽性反応を示すが、接種前の培養時に

普通寒天培地上で黄色を示すことから黒節病菌とは異なること

が判定できる。この 2 菌株は LOPAT 試験および 16SrDNA 分析

より、Pseudomonas viridiflava と推定された

（鈴木啓史)
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